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た。その成果は、国際言語文化研究所の紀要『言語文化研究』16 巻 4 号、17 巻 2
号、4号などの特集として公刊されている。 
    また、2007 年からは、文部科学省科学研究費基盤研究 Bにおいて、『アジアの英語
教科書コーパスの構築と相互比較』というテーマで採択され、2009 年度末には大
部の成果報告集の公刊を行った。この共同研究には、研究分担者として言語研教
員 6 名、学外研究者 1 名、研究協力者として学外研究者 3 名、言語研院生 3 名が
参加して本研究科のコーパスサーバーから成果の公開をしている。 
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担任による絵本読み聞かせ」（『小学校英語教育学会紀要第 10 号』2010 年 3 月）、
本研究科の学生、修了生をインターンシップ生として指導し小学校の英語教育法
について、実験開発した成果をまとめた『京都朝鮮第３初級学校の英語教育―2009










     
  （３）言語コミュニケーション学、政治言語分野の研究 











  （４）e-Learning や CALL の分野の研究 
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の補助員を雇用する。 
 
② 日本語教育研究のためのコーパス構築とその応用 
今年度の本プロジェクト研究の重点は、日本語教育研究への応用を目的とした日
本語会話コーパスを作成し、それを利用した研究手法の開発である。言語教育、
言語研究において現在、コーパスを使った実証研究が大きく進展しようとしてい
る。本研究では (1) 日本語教育研究への応用に目的を絞り、記録情報を吟味して
選定し、だれにも使いやすく、取り回しのよいサイズの日本語会話コーパスを作
成するとともに、(2) 日本語会話コーパスを利用した実証研究の方法を提示し、
日本語教育研究の新しい手法を開発する。昨年度開発した日本語母語話者の会話
コーパスを発展させ、日本語母語話者と学習者の会話コーパスの作成・応用を目
指す。 
 
③ 本プロジェクトでは、これまで蓄積してきたコーパス言語学分野の研究を安定的
に発展させるため、言語科学研究室に研究補助員（アルバイト雇用）を配置する
とともに、研究科全体のプロジェクト成果発信のための論文集である『言語科学
研究』の編集と発行を行い、コーパス関連分野の研究拠点の形成を目的とする。 
 
